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　地域の中核的医療機関として存続するため将来を見据えた医療体制
の改革が必要であり、急性期病院として生き残るために必要な「DPC

（診療報酬包括請求）」の円滑な実施のために医療情報の電子化が重要
でありました。
　また、医療の質・安全性の向上や患者様へのサービスの向上のため、
院内情報の流れを合理化・効率化し、患者情報の共有化を図る目的で
診療情報電子化システム整備のための企画提案協議を行い、アストロ
ステージ製品のシステム採用を決定し平成23年5月に導入しました。

　旧 PACS（2006 年導入）では、各モダリティーからの画像デー
タの保管及び、端末モニターへの配信と簡易なレポート作成を実施
していましたが、アストロステージの診療データ統合管理システム

（STELLAR）の導入後は、各患者様の検査オーダから、以前の検査及
び画像情報を得るために STELLAR を開き Nazca View を呼び出して
確認することで、シミュレーションが可能となり作業の軽減と検査が
効率よく行えるようになりました。
　当システムに求めることは、必要な情報が少ない操作でいかに得ら
れるかであり、何でも見られるというのではなく、必要な情報とそう
でないものの重み付けが大切だと思います。
　STELLAR Order については、目的の患者を検索すると下部にサム
ネイル画像、横には読影レポートが表示され、さらにクリックすると
NazcaView が立ち上がり、ドラッグアンドドロップで自由に画像の
操作ができるので使用者の負担も少なく済んでいます。画像の表示ス
ピードも速いので、高画質で CT などの枚数の多い画像の確認もスト
レスなくできる事から非常に重宝しています。
　また、患者様の画像データが各モダリティーごとに時系列で表示で
きるため、造影 CT、造影 MRI 等のオーダが入った場合に、以前の撮
影方法が簡単に確認できるため、プランが組みやすくなりました。
　ビューアの画像処理機能も多く、便利で使い勝手が良いので特に
MIP・MPR は簡易的にワークステーションとして使用しています。
また、原画像を送信することでドクターサイドで任意の画像が作成で
きるので、患者様へ撮影画像・検査結果を見せながら結果説明が行え
るようになり、診断の内容を迅速に分かりやすくお伝えする事ができ、
患者様からも好評を得ています。
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STELLAR の導入により、患者様毎の検査のシミュレーションが組みやすくなり、
診断の内容を迅速かつ分かりやすくお伝えできるので、使用者の負担も軽減

導入経緯　　　　　　　　　　　　　　　　　

急性期病院として重要な医療の質や安全性、
サービスの向上を図るためシステムを導入

導入効果　　　　　　　　　　　　　　　　　

STELLAR の導入後、各検査の
シミュレーションが可能になり作業効率が向上

■将来を見据えた医療情報の
　電子化、及び提供する医療の
　サービスの向上

■業務をスムーズに行うための
　時系列ビューア

■システム導入後、患者様の
　過去情報の参照が簡単になり
　様々な作業の効率が向上

■ STELLAR の導入により
　使用者のストレスも軽減

導入事例　鹿児島県立北薩病院

時系列ビューアを求めた結果、STELLAR を選定

 以前より「時系列で見る事ができるビューアが欲しい」というシス
テムへの概念がありました。また、システム導入選定時に、他社の提
案（PACS を含む電カル）もありましたが、ここまで綺麗に見える（鮮
明な見栄え）時系列のシステムは他になく、アストロステージの時系
列ビューア（STELLAR、NazcaView）の選定に至りました。

鹿児島県立北薩病院

　   DICOM 画像管理システム  　    Nazca　　　　    
　   診療情報統合システム　　　　STELLAR                
　   ドキュメント作成＆管理システム　　   STELLARReport                

　当院は、伊佐市、湧水町等の中核病院として紹介患者の的確で迅速
な予約からデータの受け渡しまでのシステムの構築を行い地域に根ざ
した医療の提供ができたらと考えています。
　また、現在撮影した画像は撮影者本人が責任をもって確認し、配信
していますが、どうしても送信ミスなどのヒューマンエラーが発生し
てしまいます。そのための検像システム導入の必要性を強く感じてお
ります。

　例えば「心臓超音波」レポート作成時に、プルダウンからカレンダー
が表示されず日付をワンクリックで容易に選択できない、検査結果を
表示させる時のタブ順を変更できるようにしてほしいといった、細か
な機能要望面にも手を入れて頂く等のかゆい所に手が届くサポート、
もしくはマスター管理機能、ユーザインタフェースを整備して頂きた
いです。STELLAR、Viewer 共に、処理能力が早く動画も非常に綺麗
であり、かなり基本的な概念が完成されたシステムであると思います。
後は、如何に使い易いシステムにする為に、細かな機能調整に迅速に
柔軟に対応させるべく、ユーザインタフェースを作っていくかという
事だと思います。
　こちらから機能変更などを要請すれば『できますよ』という事です
が、逆にいえば要請しなければ『できないもの ･･･』で終わってしまっ
ています。要請して『できますよ』、『できません』ではなく、要請し
なくても『ここはこうです』と提案を頂ければ、それに追隋して利用
者が増え院内全体に伝わっていくと思います。病院側から細かい要件
を一つ一つアストロステージに挙げる事は致しませんので、定期的に
巡回頂き、その際に現場で『これはこういう機能があり、こういった
事も出来ますよ』といった話をする事が大事だと考えます。アストロ
ステージからの情報発信、プロモーションというものをどんどん行っ
てほしいです。

鹿児島県立北薩病院：システム導入時期 / Aug 2011
　当院は県立の病院として、伊佐市を中心とする県内北部の地域医療の中核病院として重
要な役割を果たしています。具体的には、「急性期医療」、「専門医療」、「地域の医療機関、
高齢者施設等の福祉機関の支援」としての役割を担うとともに、救急医療に関しても、「二
次救急病院」としての支援や「輪番医制」の一員として、地域に貢献しています。また、
管内の民間病院にはない「脳神経外科」や「神経内科」、「小児科」の診療科を開設してい
るほか、「呼吸器科」や「循環器科」、「外科」、「放射線科」などの専門医による専門医療
や高度医療機器を用いた医療など、地域の中核的医療機関として地域の医療ニーズや民間
病院の状況等に対応した高度・良質な医療サービスの提供に努めています。さらに、糖尿
病外来や肝臓病外来、神経内科難病外来を開設するといった医療サービスの提供に努めて
います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所在地： 鹿児島県伊佐市大口宮人 502-4
病床数： 150 床
診療科： 内科・呼吸器科・循環器科・消化器科・外科・神経内科・脳神経外科
　　　　小児科・放射線科

　導入事例　鹿児島県立北薩病院

鹿児島県立北薩病院

レポート
フォーム作成

■ レポート管理 アストロ製品

ES

■ 内視鏡検査 アストロ製品

肺機能検査

■ 生理部門 アストロ製品

■ 検体検査

検体検査
システム
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PACS システム

■ PACS アストロ製品

■MWMサーバ
（ワークリスト情報）

アストロ製品

レポート記載／参照

心電図

スキャンデータ

デジカメ画像

病歴表示

DICOM画像参照

検体結果

紹介状管理

生理検査結果ファイル

処方／注射オーダ

STELLAR
診療情報統合システム

患者毎の検査オーダや過去検査
の確認が少ない操作で可能

統合サーバ

PowerEdge R410

PowerEdge R410

バックアップサーバ
PowerEdge R410

PowerEdge R710

障害時自動切り替え
取込

取込
取込

MG

CR

MRI

RI

CT

DR

■ 放射線科部門

取込

オーダ情報

■ RIS

心電図

■ 波形データ

■ 電子カルテシステム
・処方／注射情報
・診療情報
・患者属性情報
・検体検査結果

ソフトマックス

　心電図のパターンの自動認識、フュージョン、画像統合等、
Viewer に本格的な画像処理（ワークステーション）機能を持たせる
ことで一つのソフトに機能を集約させ、システム環境の複雑化を回避
できます。また、各ドクターが必要な画像の作成が可能となり、さら
に業務が効率的になります。


